
 

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の感想 

・ボランティア活動について、より具体的な方向性が確認できた。 

・参加者の皆さんと繋がれたことが良かった。 

・絶対に実現しようという気持ちになった。 

・また何回か開催して、サポーターを増やしてほしい。 

・市の現状を知ることができて良かった。 

・自分のやっていることが良い方向に向かっているという自信を持つことができた。 

自信を持って前に進んでいきたいと思わせてくれる講座だった。 

・大変良い勉強になった。何か前に進んでみたいと感じた。 

 

講座実施の成果 

・現在行われている活動がさらにブラッシュアップされ、地域課題の解決に繋がる事業の方向性が導き出せた。 

・受講者同士で繋がり、お互いの持つ強みを出し合い、新たな事業が企画された。 

日  時：第１回 １０月 ７日（木） 14：00～16：00 

第２回 １０月２１日（木） 14：00～16：00 

第３回 １１月 ４日（木） 14：00～16：00 

第４回 １１月１８日（木） 14：00～16：00 
 

場  所：とみさと市民活動サポートセンター 市民活動ブース１・２ 
 

受講者：８名（内１名は第４回のみ受講） 
 

講  師：牧野 昌子 氏 

 （認定特定非営利活動法人 ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 代表理事）  

 
 

 

 

受講者が地域課題を掘り起こし、解決策を考えることを通して、地域活動への理解を深め、受講者の想い

に沿った活動が地域で実践できるよう、活動者の創出・育成を目的とし、実施しました。 

 

 

 

本講座では市民活動・ボランティア活動の基礎知識を学び、多くの先進事例に触れました。 

また、地域課題の捉え方を学んだ上で、自分の地域に潜在する課題を深掘りしていきました。 

受講者のそれぞれの地域にある課題に対して、個人ワークで解決方法を考え、その中で自分が携われるこ

と、できることを検討していきました。 

いろいろな考察がされた中で、一番実現に近いものをイメージし、事業化するまでの企画書を作成すること

で、具体的な方向性が見え、やる気の醸成にも繋がりました。 

実際の活動への道筋が見えた受講者も多く、新しい地域活動の芽が芽吹くキッカケになりました。 

講師の牧野氏からは、「どんなに大きいことでも、理想でもいいから、とにかくイメージを企画書にどんどん書

いてみることが大事。書くことにより、現実的になり、やる気が出て、活動に繋がっていく。」と言葉をいただ

き、受講生は自分の考えた地域活動の実現に向け、熱意を持ってそれぞれの地域に戻っていかれました。 

令和３年度とみさと協働塾～これからはじめる市民活動～【まちづくりサポーター養成講座】 

講座の様子 

参加者のみなさん 

事業報告 


